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研究成果の概要（和文）：大迫研究に参加した20歯未満かつ65歳以上高齢者を対象に、口腔保健指標および栄養
状態との関連を検討した。栄養状態は日本人の食事摂取基準を参照し、BMIが21.5未満を低栄養と定義した。解
析の結果、舌圧が低値であると低栄養と関連することが横断的に示された。20歯未満の高齢者に対しては、低栄
養を低減するために、舌圧を補綴装置の作製やリハビリテーションなどを通じて適切に保持することが重要であ
る可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：We examined the relationship between oral health and nutritional status in 
older people aged 65 years or older those with less than 20 teeth who participated in the Ohasama 
study. Nutritional status was determined by referring to the Dietary Reference Intakes for Japanese 
(2020), and a BMI score of less than 21.5 was defined as malnutrition. The analysis 
cross-sectionally showed that low tongue pressure was associated with malnutrition. For older people
 with less than 20 teeth, it was suggested that it is significant to maintain adequate tongue 
pressure through prosthodontic treatment and rehabilitation to decrease the risk of malnutrition.

研究分野： 高齢者歯科学

キーワード： 口腔保健　フレイル　高齢者　栄養状態

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　現在歯数が20歯未満の高齢者に対する歯科保健目標は僅かである。一方で、栄養の充足はフレイル対策の中で
も中心的な役割を果たし、その他の健康関連アウトカムとも強く関連する。研究の結果、20歯未満高齢者に対す
る低栄養予防には舌圧を維持することが重要であると示され、これは間接的に義歯などの補綴装置の装着や日頃
の口腔のリハビリテーションが重要である可能性を示唆し、社会的な課題であるフレイル対策にも通じる成果で
ある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
これまでの研究より口腔の健康と全身の健康との関連は示されており、エビデンスは蓄積さ

れつつある。とりわけ、高齢期においても現在歯数 20 歯以上の保持を目指す、8020 運動は栄
養、身体機能、認知機能、フレイル、要介護や死亡発生などとの関連によってエビデンスに基づ
いたヘルスプロモーションとなっている。同時に、8020 運動は「健康日本 21」の歯科保健目標
の一つとして掲げられ、8020 達成率は目標値を上回り 50％強に達している。しかしながら、未
だ 40％強の高齢者が 20 歯未満であり、そのような高齢者に対する全身の健康を見据えた明確
な歯科保健目標は定められていないのが現状である。現在歯数の喪失は生体の不可逆的な変化
であることから、多数歯欠損を有する高齢者に対して、健康長寿や全身の疾患リスク低減に関す
るエビデンスの創出が重要であると考えた。 

 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、20 歯未満かつ 65 歳以上の地域在住高齢者を対象に口腔保健指標と全身の
健康アウトカムとの関連を横断的に検討することである。 
 
３．研究の方法 
 本研究の対象者は大迫研究の参加者である。大迫研究とは 1986 年より続く，岩手県花巻市大
迫の一般住民を対象とした高血圧・循環器疾患に関するコホート研究である．現在では高血圧・
循環器疾患の項目に限らず調査が行われている。歯科検診は 2005 年より開始され，口腔の状態
や機能と循環器系疾患発症等の全身の健康アウトカムとの関連を解明すること目的に調査を継
続している。 
 解析は岩手県花巻市大迫在住の 65 歳以上高齢者のうち、現在歯数が 20 歯を下回るものとし
た。説明変数は、機能歯数（連続値）、歯科定期受診の有無、舌圧測定器（JMS 社製）を用いて測
定された舌圧（30kPa 未満、30kPa 以上）、グミゼリーおよびグルコセンサー（GC 社製）を用い
て測定された咀嚼能力（100mg/dL 未満、100mg/dL 以上）、デンタルプレスケールⅡおよびバイト
フォースアナライザ（GC 社製）を用いて測定された咬合力（500N 以上、500N 未満）、口腔湿潤
計ムーカス（ライフ社製）を用いて測定された口腔乾燥（27.0 以上、27.0 未満）とした。目的
変数は、全身の健康アウトカムのうち口腔保健指標と強く関連が指摘されている栄養状態とし
た。栄養状態は Body Mass Index(BMI)に着目し、日本人の食事摂取基準（2020）をもとに栄養
状態を二分した（21.5 未満、21.5 以上）。 
 
４．研究成果 
 各口腔保健指標と栄養状態との関連についての解析結果を示す（表１）。年齢および性別を調整
したロジスティクス回帰分析の結果、舌圧の低下は有意に BMI 低値と関連することが示唆され
た（OR:1.85,95%CI：1.08－3.16,p-value:0.02）。機能歯数の低下(OR:1.06,95%CI:0.99-1.14,p-
value:0.09)および口腔乾燥(OR:1.56,95CI:0.92-2.64,p-value:0.10)についても、有意とは認め
られなかった一方、BMI 低値と関連する傾向が示された。歯科定期受診(OR:1.56,95CI:0.54-
4.49,p-value:0.41) 、 咀 嚼 能 力 (OR:1.30,95%CI:0.70-2.44,p-value:0.40) 、 咬 合 力 低 下
(OR:1.51,95%CI:0.79-2.89,p-value:0.22)については、本研究においては BMI 低値との有意な
関連を認めなかった。 
 本研究において 20 歯未満の地域在住高齢者を対象に、口腔保健指標と栄養状態との関連を検
討した。横断的な調査の結果、舌圧の低下が低栄養と関連することが示された。口腔乾燥につい
ても低栄養と関連する傾向を認めたことを踏まえると、高齢期における嚥下機能の低下がおよ
び嚥下の主観的な困難感が食事摂取に影響を与え、摂取エネルギー量の低下に伴い、BMI 低下と
関連したことが一つの機序として考えられた。また、機能歯数が栄養状態と関連する傾向を認め
た点を踏まえると、欠損補綴治療および義歯の装着が主観的な咀嚼能力の向上および食事摂取
の試みにつながり、栄養状態と関連することが機序として考えられた。20 歯未満の高齢者にお
いて全身の健康を目的とする際、歯科的には舌圧などの嚥下機能を適切に保ち、適切に欠損補綴
治療を受療することが必要であることが考えられた。また、20 歯未満の高齢者に対するポピュ
レーションアプローチとして、日常生活での嚥下及び咀嚼能力を意識したトレーニングの導入
が重要である可能性が考えられた。 
 
表 1.20 歯未満地域高齢者における口腔保健指標と BMI 低値との関連 

Variables ORs (95%CIs) P-value 

機能歯数（連続量） 1.06(0.99-1.14) 0.09 



定期受診あり  Ref 
 

なし 1.56(0.54-4.49) 0.41 

舌圧良好 Ref 
 

低下 1.85(1.08-3.16) 0.02 

咀嚼能力良好 Ref 
 

低下 1.30(0.70-2.44) 0.40 

口腔乾燥なし Ref 
 

あり 1.56(0.92-2.64) 0.10 

咬合力良好 Ref 
 

低下 1.51(0.79-2.89) 0.22 

OR: odd ratio, CI: confidence intervals, Adjusting for age and sex.  
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